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（１）表及びグラフの数値は、人数または回答比率（％）で示しました。  

（２）百分率表示は、小数点以下第２位を四捨五入しました。  

（３）回答は、有効回答を採用したため合計は、回答数が同じにならない場合があります。 

（４）複数回答の質問項目では100％を超える場合があります。  

（５）記述式項目は、回答が多岐複雑に記載されており内容を属性ごとに分類してまとめました。 

1

2 集計結果

集計方法

高知市シルバー人材センター会員意識に関するアンケート調査

問 1 性別と年齢

結果 性別では、男性 57.0％女性は 38.7％で、年齢層は、70才～ 79歳が 67.4％です。

会員ご自身について

人数 ％

男 344 57.0 

女 234 38.7 

無回答 26 4.3 

合計 604 100.0

人数 ％

22 3.6

104 17.2 
243 40.2

 
164 27.2

 55 9.1

 10 1.7 

6 1.0 

604 100.0

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳以上

無回答

22 人

104 人

243 人

164 人

55 人

６人

10 人

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳以上
無回答

合　計

女
234 人 男

344 人

１）性別

２）年齢
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●はじめにはじめに
会員 1084 名の皆様に、アンケート調査票をお願したところ、604 名の皆様からご返事をいただき感謝の
気持ちで一杯です。
読ませていただくと、会員の一人ひとりの思いが伝わってきます。
私たちが気付かないことが沢山あり、貴重な調査になったことを改めて実感しています。
集計作業では悩むことも多く、皆様の思いを分かりやすく、正しく集計できているか不安もありますが、こ
のような報告書が作成できたことは、アンケート事業に協力してくれた皆様のお陰と厚くお礼申し上げます。
この度、アンケート調査結果報告書として、皆さまに「いきがい高知」と一緒にお配りさせていただいて
いますので、ご活用いただければ嬉しく思います。

●要約要約
就業に関しては、多くの会員が出来るだけ長く働きたいと考えています。入会して良かったことは、友達
が出来ること、少額であっても収入がある喜びなどがあります。希望する月額の配分金は 5万円が一番多
く、ついで金額は不問となっています。ただし、配分金の額が就業の実態にあっていないとの意見が多く
ありました。また就業の紹介が少ないことや、就業現場の確認が少ないことの意見も目につきました。
会員の高齢化も徐々に進行しており、健康や、老後の生活に不安を感じている傾向も伺えました。また、
講習会や研修会の開催希望も多く、仲間との交流を希望している会員も多くいる結果となっています。

●まとめまとめ
これだけのご意見をいただいたことは、当センターへの期待の証と感じています。
この調査で多くの示唆を与えていただきました。今後はこの調査結果をもとに、理事はもとより、職員そ
して関係する会員と協議をしていきたいと考えています。
方針が決まり次第、次期基本計画や事業計画、さらには研修計画などに反映させていきます。
また、この調査報告書はホームページに掲載するとともに、県下の各センター、関係機関、県外で交流
のある各センターに送付させていただき、情報交換しながら事業に反映できるよう取り組みを進めてい
きます。
最後に、このアンケートで多くの提言やご意見をいただきました内容は、今後の運営に活かしていくこと
を誓い、お礼のご挨拶とします。
� 事務局長　藤原
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『ぐるみ』で防災！

設立40周年記念誌完成

設立40周年記念誌完成

岡﨑

高知市シルバー人材センターは昭和 56 年 8 月に発足し、令和 3年 8 月で設立 40 周年を迎
えました。
当センターは、当時の横山市長の音頭で初代理事長の田所宗一氏が東奔西走、関係機関と
協議を重ね、昭和 56 年 8 月 18 日に「高知市シルバー人材センター」の設立総会が開催さ
れる運びとなり、県内初となるシルバー人材センターが誕生したのです。
設立当初は、会員 512 人、契約金額 1，300 万円からのスタートでしたが、様々な苦労を乗
り越え本日を迎えることができました。
コロナ禍の中で記念式典を行なうことは出来ませんでしたが、先輩方のご努力を継承して
いくことで、更なる発展を願い 40 周年記念誌を発刊することとしました。

40 周年記念誌の編集委員会は、宇賀義仁副理事長を編集委員長に
迎え、副委員長に西郷泰和理事、委員に多田睦代理事、森岡知恵
子理事、恒光等理事にお願いしました。
専門委員会には、遠藤正会員を委員長として、江本愛子会員、山
本学会員にお願いし、事務局からは藤原、田村、公文のメンバー
で編集会議を重ねてきました。
記念誌発行にあたり、濵田省司高知県知事、岡﨑誠也高知市長、
和田勝美高知市議会議長など多数のご祝辞をいただきました。
また、「会員の声」に寄稿いただいた会員をはじめ、表紙の題字
を揮毫していただいた高野芳久会員、そして関係して下さった皆
様にこの場をお借りしお礼申し上げます。
� 事務局長　藤原

前列　左から  江本 愛子、  遠藤  正、  宇賀 義仁、  西郷 泰和、  森岡 知恵子、
後列　左から  多田 睦代、  山本  学、  恒光  等

■設立40周年記念誌編集委員会

委 � 員 � 長 ： 宇 賀 　 義 仁

委 　 　 員 ： 多 田 　 睦 代　 � 森 岡 知 恵 子 　 � 恒 光 　 　 等
　 　 　 　 　 江 本 　 愛 子　 � 山 本 　 　 学 　 � 遠 藤 　 　 正

副 委 員 長：西 郷 　 泰 和
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■ 

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
聞
く

今
回
は
鏡
土
佐
山
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

大
﨑
達
美
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
会
い
し
た
第
一
印
象

は
バ
リ
バ
リ
現
役
の
活
力
に
溢
れ
、�

誠
実
で
頼
り
に
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
長
で

し
た
。

鏡
土
佐
山
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
況
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
鏡
土
佐
山
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
高
知

市
の
最
北
端
に
あ
り
鏡
地
区
５
名
、

土
佐
山
地
区
８
名
の
会
員
構
成
で
す
。

鏡
地
区
５
名
の
う
ち
女
性
が
２
名
、

土
佐
山
地
区
８
名
の
う
ち
女
性
が
３

名
で
女
性
の
就
業
率
１
０
０
％
で
す
。

女
性
の
活
躍
が
頼
も
し
い
で
す
。
ブ

ロ
ッ
ク
全
体
の
就
業
率
は
62.5
％
と

な
っ
て
い
ま
す
」

会
員
さ
ん
の
増
減
な
ど
の
近
況
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
最
近
入
会
し
た
方
が
い
ま
す
。

な
ん
と
そ
の
会
員
さ
ん
は
84
歳
な
ん

で
す
が
、
農
業
を
営
ん
で
お
り
働
く

意
欲
は
高
く
、
そ
の
会
員
さ
ん
に

合
っ
た
就
業
先
を
紹
介
し
た
い
で
す
。

こ
の
様
に
山
間
部
は
高
齢
化
し
て

い
る
も
の
の
、
働
く
意
欲
の
高
い

人
達
は
多
く
い
ま
す
し
、
潜
在
的

な
就
業
先
も
多
く
あ
り
ま
す
。
事

務
局
は
Ｐ
Ｒ
活
動
を
な
お
一
層
お

願
い
し
ま
す
」

ブ
ロ
ッ
ク
の
地
域
が
広
く
会
員
さ

ん
が
広
範
囲
に
点
在
し
て
い
る
と
思

う
の
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
の
が
難
し
そ
う
で
す
ね
。

「
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
が
中
止
に
な
り
会
員
さ
ん
達
と

会
う
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

前
職
は
鏡
郵
便
局
に
勤
め
て
い
ま
し

た
か
ら
鏡
地
区
に
関
し
て
は
良
く

知
っ
て
い
る
会
員
さ
ん
ば
か
り
で
す

が
、
土
佐
山
地
区
は
離
れ
て
い
る
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ

ら
い
で
す
。
し
か
も
、
未
だ
コ
ロ
ナ

禍
が
治
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
か

ら
ね
」

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
後
、
大
﨑
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
展
望
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

「
先
に
鏡
土
佐
山
ブ
ロ
ッ
ク
は
潜

在
的
な
就
業
先
が
多
く
あ
る
と
言
い

ま
し
た
が
、例
え
ば
『
嫁
石
の
梅
園
』

『
土
佐
山
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
』『
土
佐

山
学
舎
』『
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
』
な
ど

の
他
、
人
気
の
カ
フ
ェ
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
実
際
、
元
会
員
が
そ
の
よ
う

な
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
剪
定
、
芝

鏡土佐山ブロック長
大﨑 達美さん

刈
、
庭
の
手
入
な
ど
地
域
に
あ
っ
た

就
業
も
多
く
、
繰
り
返
し
依
頼
し
て

く
れ
る
方
々
も
多
い
の
で
す
。
こ
の

様
な
所
は
セ
ン
タ
ー
を
通
せ
ば
お
互

い
良
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
、

私
一
人
で
は
な
か
な
か
い
き
わ
た
ら

な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
こ
は
、
セ

ン
タ
ー
事
務
局
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
協
力
を
得
て
連
携
し
た
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

大
﨑
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
趣
味
を
お
聞

き
し
ま
し
た

「
囲
碁
が
趣
味
で
す
。
囲
碁
は
中

学
生
の
頃
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
か
ら

年
季
は
入
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が

ら
セ
ン
タ
ー
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
は
休
止

中
な
の
で
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

打
ち
に
行
っ
て
い
ま
す
。
囲
碁
は
盤

上
に
打
ち
手
の
人
生
が
現
れ
ま
す
。

止
め
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
れ
に
、
認
知

症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
剪
定
も
趣

味
と
言
っ
て
も
い
い
よ
う
な
…
。
剪

定
は
私
の
主
な
就
業
に
な
る
の
で
す

が
、
未
来
の
木
の
姿
を
想
像
し
て
剪

定
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
」

「
人
が
喜
ぶ
こ
と
が
、
私
の
喜
び
」

と
い
う
大
﨑
ブ
ロ
ッ
ク
長
。
ド
ラ
マ

『
鎌
倉
殿
の
13
人
』
な
ら
ぬ
『
北
山

殿
の
13
人
』
の
よ
う
で
、
土
佐
の
山

間
か
ら
な
に
や
ら
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
た
編
集
員
で
し
た
。

�

（
池
田
）

・
旭
ブ
ロ
ッ
ク

・
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

・
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

・
江
ノ
口
ブ
ロ
ッ
ク

・
潮
江
ブ
ロ
ッ
ク

・
朝
倉
ブ
ロ
ッ
ク

・
鴨
田
ブ
ロ
ッ
ク

・
長
浜
ブ
ロ
ッ
ク

・
三
里
ブ
ロ
ッ
ク

・
高
須
五
台
山
ブ
ロ
ッ
ク

・
一
宮
ブ
ロ
ッ
ク

・
秦
ブ
ロ
ッ
ク

・
初
月
ブ
ロ
ッ
ク

・
大
津
介
良
ブ
ロ
ッ
ク

・
鏡
土
佐
山
ブ
ロ
ッ
ク

・
春
野
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り

開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

開
催
検
討
中
の
ブ
ロ
ッ
ク

開
催
延
期
の
ブ
ロ
ッ
ク

開
催
中
止
の
ブ
ロ
ッ
ク

令
和
四
年
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
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2
月
14
日
、

イ
オ
ン
旭
店

の
お
ら
ん
く

広
場
で
「
認

知
症
カ
フ
ェ
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
８

月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
４
回

目
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
専
門
職
に
支

援
団
体
が
加
わ
り
当
番
制
で
運
営
を
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
の
運
営
は
旭
街
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
生
協
、
市
社

協
そ
れ
に
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
す
。
こ
れ
ま
で
県
内
の
認
知
症

カ
フ
ェ
調
べ
、
運
転
免
許
証
返
納
に
付

い
て
の
助
言
、
介
護
の
愚
痴
大
会
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
認
知
症
予
防
の
ゲ
ー
ム
大
会

と
称
し
て
ボ
ー
ド
ト
レ
ー
ナ
ー
（
点
滅

に
タ
ッ
チ
）、
輪
投
げ
、
計
量
、
射
的
が

用
意
さ
れ
十
五
人
が
参
加
し
て
２
時
間

ほ
ど
「
ゲ
ー
ム
遊
び
」
を
楽
し
み
ま
し

た
。
計
量
で
は
、
ビ
ー
ズ
玉
一
握
り
を

百
グ
ラ
ム
に
す
る
ぴ
っ
た
り
ゲ
ー
ム
、�

点
滅
に
タ
ッ
チ
し
て
点
数
の
最
高
点

を
目
指
す
ボ
ー
ド
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
。

参
加
者
が
ピ
ッ
タ
リ
の
百
グ
ラ
ム
や

ボ
ー
ド
ト
レ
ー
ナ
ー
で
満
点
を
だ
す

と
拍
手
が
沸
き
一
層
楽
し
い
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。
イ
オ
ン
に
買
い
物
に

来
て
い
た
一
般
の
方
々
も
賑
や
か
な

雰
囲
気
に
立
ち
止
り
、
な
か
に
は
高
齢

の
方
が
ノ
ボ
リ
を
見
て
ご
自
分
の
認

知
症
予
防
の
た
め
係
に
次
の
開
催
日

を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

終
了
後
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
運
営
の

反
省
会
を
し
た
時
『
も
し
、
私
が
認
知

症
だ
っ
た
ら
⁉
私
が
介
護
者
だ
っ
た
ら

⁉
私
が
カ
フ
ェ
の
世
話
役
だ
っ
た
ら
⁉

私
が
地
域
住
民
だ
っ
た
ら
⁉
』
と
い
う

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て

認
知
症
カ
フ
ェ
で
『
こ
ん
な
こ
と
が
し

た
い
。
こ
れ
を
聞
き
た
い
。
何
が
知
り

た
い
』
と
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
確

認
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
ら

ん
く
カ
フ
ェ
は
認
知
症
や
介
護
に
つ
い

て
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ
る
カ
フ
ェ
を

目
指
し
て
固
定
化
せ
ず
、
急
が
ず
に
運

営
す
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

高
齢
に
な
れ
ば
誰
も
認
知
症
は
気
が

か
り
。
認
知
症
が
進
行
す
れ
ば
行
動
や

生
活
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
知
る
こ
と
で
生

き
る
希
望
を
持
っ
て
よ
り
良
く
生
き
ら

れ
る
。
地
域
支
援
活
動
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
事
務
局  

三
谷 

英
輔

十
一
月
下
旬
、
土
佐
市
宇
佐
町
の

中
州
堤
防
に
て
第
一
回
高
知
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
釣
り
大
会
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

今
回
は
シ
ル
バ
ー
事
務
局
か
ら
職

員
２
名
、
会
員
さ
ん
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
朝
の
７
時
に
宇
佐
町
の
釣
具
店

に
集
合
し
、
渡
船
に
乗
っ
て
堤
防
に
向

か
い
ま
し
た
。
堤
防
に
着
く
と
、
す
で

に
た
く
さ
ん
の
釣
り
人
で
場
所
は
う

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
方
な
い
の
で
端

の
方
に
釣
り
座
を
と
り
、
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
で
す
。

会
員
さ
ん
は
フ
カ
セ
釣
り
（
エ
サ
、

ハ
リ
、
糸
の
重
さ
だ
け
で
仕
掛
け
を

海
中
に
漂
わ
せ
て
魚
を
誘
う
釣
り
方
）、

サ
ビ
キ
釣
り
（
カ
ゴ
に
詰
め
た
ア
ミ
エ

ビ
を
上
下
に
動
か
し
て
海
の
中
で
広

げ
、
集
ま
っ
た
魚
を
擬
餌
針
に
食
い
つ

か
せ
る
釣
り
方
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
釣
り

方
で
楽
し
み
ま
し
た
。

初
心
者
の
私
は
、
ま
ず
色
々
な
釣

り
方
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

で
根
魚
を
狙
っ
て
み
た
り
、
ル
ア
ー
を

投
げ
た
り
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
サ
ビ
キ
釣
り
が
比
較
的
簡
単
に
釣

れ
る
と
会
員
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
、

徐
々
に
コ
ツ
を
掴
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
場
所
と
潮
の
関
係
も

あ
っ
て
大
物
は
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
イ
ワ
シ
や
ア
イ
ゴ
と
い
っ
た
小
魚

が
多
く
釣
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
悪
い
条

件
で
も
会
員
さ
ん
は
カ
ワ
ハ
ギ
を
３

匹
も
釣
っ
て
い
て
、
さ
す
が
の
腕
前
で

し
た
。
し
か
も
、
親
切
に
そ
の
カ
ワ
ハ

ギ
を
２
匹
分
け
て
く
だ
さ
り
、
刺
身
は

も
と
よ
り
肝
は
ポ
ン
酢
で
頂
き
ま
し

た
。
人
生
初
の
カ
ワ
ハ
ギ
の
食
味
に
感

動
で
す
。
次
は
自
分
の
力
で
釣
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

初
心
者
な
の
で
楽
し
め
る
か
不
安

で
し
た
が
、
会
員
さ
ん
が
優
し
く
教
え

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
と
て
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
機
会
は
職
員
と
会
員

さ
ん
、
ま
た
会
員
さ
ん
同
士
が
釣
り
を

通
じ
て
親
睦
を
深
め
る
よ
い
機
会
だ

と
思
い
ま
し
た
。
第
２
回
で
は
今
回
よ

り
多
く
の
会
員
さ
ん
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
開
催
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

地
域
支
援
活
動

地
域
支
援
活
動

　
旭
お
ら
ん
く
カ
フ
ェ

 

　
　
　
　
　
　 

山
本
　
学

　
　
旭
ブ
ロ
ッ
ク

第
一
回
釣
り
大
会
に
参
加
し
て



会
員
紹
介
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家
事
援
助
は
私
の
生
き
が
い

　
 　

　
　
国
繁 

昌
子
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
介
良
ブ
ロ
ッ
ク

「
特
に
水
回
り
の

掃
除
が
得
意
で
す
。

ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、

お
風
呂
な
ど
の
汚
れ

た
所
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
国
繁
昌
子

会
員
。
汚
れ
を
み
つ
け
る
と
、
内
に
秘

め
た
『
や
る
気
』
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る

の
で
す
ね
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
主
婦

の
端
く
れ
の
聞
き
手
は
掃
除
が
大
の

苦
手
、
顔
の
赤
ら
む
思
い
で
お
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

☆

国
繁
さ
ん
は
定
年
退
職
後
シ
ル

バ
ー
会
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
就
業
の

機
会
も
な
く
そ
の
ま
ま
に
。
５
年
後
改

め
て
入
会
、
子
ど
も
見
守
り
隊
の
活
動

や
シ
ル
バ
ー
の
会
合
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
班
長
さ
ん
か

ら
の
助
言
も
あ
り
、
本
気
で
求
め
る
と

次
々
と
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
て
、
以
来

楽
し
く
就
業
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

☆

こ
れ
ま
で
に
草
ひ
き
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
共
有
部
分
や
空
部
屋
の
掃
除
な

ど
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
家

事
援
助
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
て
い
ま
す
。
依
頼
主
と
会
員
さ

ん
を
つ
な
ぐ
役
割
り
で
す
。
前
も
っ
て

就
業
の
現
場
を
下
見
に
行
き
会
員
さ
ん

に
紹
介
し
ま
す
。
就
業
が
始
ま
る
と
実

際
に
掃
除
の
流
れ
を
見
に
行
き
、
必
要

に
応
じ
て
助
言
を
し
ま
す
。
国
繁
さ
ん

も
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

就
業
中
の
会
員
さ
ん
は
相
手
に
対
し

て
『
て
い
ね
い
語
』
を
使
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

難
し
さ
も
感
じ
ま
す
が
、
家
事
援
助
の

重
要
さ
を
認
識
し
、
誇
り
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆

健
康
維
持
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。
朝
一
番
に
頂
く
温
か
い
日
本
茶
、

心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
で
す
。
こ
こ
か
ら

国
繁
さ
ん
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
日
の
予
定
に
従
っ
て
規
則
正
し
く
実

行
す
る
こ
と
、
家
の
中
で
も
出
来
る
限

り
体
を
動
か
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
本
来
は
元
気
印
の
国
繁
さ
ん
で
す

が
、
予
期
せ
ぬ
大
病
を
克
服
し
て
、
今

は
無
理
を
せ
ず
前
向
き
に
生
活
し
て
い

ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
外
回
り
を
掃
除
中
に

ふ
と
見
上
げ
た
５
月
の
さ
わ
や
か
な
空
、

働
い
た
後
自
然
を
感
じ
な
が
ら
頂
く
公

園
で
の
お
弁
当
、「
早
く
会
っ
て
話
し

た
い
」
と
首
を
長
く
し
て
こ
ち
ら
の
訪

問
を
待
っ
て
下
さ
る
依
頼
主
の
方
々
な

ど
、
国
繁
さ
ん
が
幸
せ
や
い
き
が
い
を

も
ら
う
日
常
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。
そ
し

て
一
日
の
終
り
を
締
め
く
く
る
少
々
の

晩
酌
は
頑
張
っ
た
『
自
分
へ
の
ご
ほ
う

び
』
で
す
。

　
　
　
　
　

☆

趣
味
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
相
撲
も
大

好
き
で
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
大
阪
場
所
に

よ
く
行
き
ま
し
た
。
阿
炎
、
炎
鵬
、
妙

義
龍
…
。
ご
ひ
い
き
の
四
股
名
が
ポ
ン

ポ
ン
出
て
き
ま
す
。
ご
近
所
に
住
む
娘

さ
ん
一
家
と
は
ホ
ー
ム
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
み
、
お
得
意
は
桂
銀
淑
（
ケ
イ
ウ
ン

ス
ク
）
の
『
す
ず
め
の
涙
』
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
ひ
と
り
静
か
に
毛
筆
の
練
習
な

ど
多
趣
多
才
で
す
。

　
　
　
　
　

☆

　

現
在
入
院
中
の
ご
主
人
を
と
て
も

大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
に
つ
い
引
き

込
ま
れ
、
結
婚
の
い
き
さ
つ
や
ご
主
人

の
魅
力
を
伺
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
職

場
で
の
出
会
い
で
、
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン

ト
は
「
日
焼
け
し
た
精
悍
な
顔
に
真
白

い
歯
の
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
」
と
の
お
答
え
。

そ
こ
に
は
初
々
し
い
少
女
の
よ
う
な
国

繁
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
重
松
）

曙
町

　川
村
武
夫
医
師

　提
供

変
身

自
分
の
為
に
す
る
よ
り

　
　人
の
為
に
す
る
人
に

し
て
も
ら
う
人
よ
り

　
　し
て
あ
げ
る
人
に

愛
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も

　
　愛
す
る
人
に

言
わ
れ
て
す
る
よ
り

言
わ
れ
る
前
に
す
る
人
に

い
や
い
や
す
る
よ
り

　
　楽
し
ん
で
す
る
人
に

人
の
せ
い
に
し
な
い
で

自
分
の
せ
い
に
す
る
人
に

 

旭
ブ
ロ
ッ
ク　
Ｔ
・
Ｓ

ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ

を
は
さ
ん
だ
ホ
ッ

ト
サ
ン
ド
を
ご
存

知
で
す
か
？
私
が

は
ま
っ
て
い
る
の

私
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
②　
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ま
め
に

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク

認
知
症
予
防
に

　
効
果
的
な
生
活
習
慣
は

　
　
　  

ど
ち
ら
で
し
ょ
う

Q

QQQ

QQ 　 

お
化
粧
す
る
人
と
ス
ッ
ピ
ン
の
人
　
　

　   

認
知
症
に
な
り
易
い
の
は
ど
ち
ら
？

答�

ス
ッ
ピ
ン
の
人

お
化
粧
な
ど
、
お
洒
落
す
る
こ
と
は
気

持
ち
を
前
向
き
に
し
て
脳
を
活
性
化
し
、

老
化
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　 

ス
マ
ホ
で
調
べ
る
人
と
調
べ
な
い
人
、 

　    

認
知
症
に
な
り
易
い
の
は
ど
ち
ら
？

答�

ス
マ
ホ
で
よ
く
調
べ
る
人

ス
マ
ホ
に
頼
る
と
「
思
い
出
す
力
」
が

衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。
時
間
が
か
か
っ

て
も
よ
い
の
で
、
自
分
の
力
で
思
い
出

す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　 

夜
型
と
朝
型
は
ど
ち
ら
が

　
　
　
　
　
認
知
症
に
な
り
易
い
？

答�

夜
型

体
内
時
計
に
逆
ら
っ
て
夜
更
か
し
す
る

こ
と
は
脳
が
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
の
状
態

に
な
り
、
脳
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て
認
知

機
能
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
に
よ
る
と
午
後
９
時
か
ら

11
時
の
間
に
寝
る
こ
と
が
最
も
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

老
眼
鏡
は
脳
に
良
い
、
悪
い
？

答�

老
眼
鏡
は
脳
に
良
い

視
力
の
低
下
は
認
知
機
能
を
低
下
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
脳
は
五
感
か

ら
様
々
な
情
報
を
得
て
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
の
80
％
が
眼
か
ら
伝
わ
る
視
覚
情

報
で
す
。
視
力
の
低
下
は
外
部
か
ら
の

情
報
が
極
端
に
減
り
、
認
知
機
能
が
衰

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　 

電
話
と
ビ
デ
オ
通
話
は

　
　
　
　
　  

ど
ち
ら
が
良
い
？

答�

ビ
デ
オ
通
話
が
良
い

認
知
症
予
防
に
は
映
像
付
き
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
圧
倒
的
に
良
い
で
す
。

ご
親
族
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
ビ
デ
オ

通
話
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

　 

お
風
呂
と
シ
ャ
ワ
ー
、
ど
ち
ら
が

　
　
　
　
　
認
知
症
予
防
に
効
果
的
？

答�

お
風
呂
で
湯
舟
に
浸
か
る

熱
め
の
お
風
呂
に
浸
か
る
こ
と
で
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
脳
に
溜
ま
る
毒
性
タ
ン
パ
ク
質

（
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
）
を
無
毒
化
し
て

く
れ
る
物
質
（
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
）
は

体
温
が
上
が
る
こ
と
で
数
が
増
え
ま
す
。

こ
の
現
象
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ

イ
ン
と
い
い
ま
す
。

40
～
42
度
の
湯
舟
に
10
分
程
度
浸
か
る

こ
と
で
体
温
が
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
熱
い
お
風
呂
に
入
る
前

に
甘
い
も
の
な
ど
を
少
し
食
べ
て
血
糖

値
を
上
げ
て
お
け
ば
湯
あ
た
り
の
防
止

に
な
り
ま
す
。

は
、
旭
町
３
丁
目
イ
オ
ン
旭
町
店�

２
Ｆ
の
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
」
の
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド

セ
ッ
ト
で
す
。

お
店
の
方
と
の
会
話
か
ら
、
ホ
ッ

ト
サ
ン
ド
の
中
味
が
ハ
ム
や
卵
以
外

に
メ
ニ
ュ
ー
に
出
て
い
な
い
ご
ぼ
う

が
あ
る
の
を
知
り
ま
し
た
。
早
速
試

し
て
み
る
と
こ
れ
が
絶
品
！
こ
の

ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
が
生
ま
れ
た
い
き
さ

つ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
お
店
の

方
々
が
内
々
で
作
っ
て
食
べ
る
ま

か
な
い
食
が
発
端
と
の
こ
と
。「
手

元
に
あ
る
パ
ン
に
ご
ぼ
う
サ
ラ
ダ
を

は
さ
ん
で
焼
い
て
み
る
と
、
結
構
い

け
る
の
で
お
客
さ
ん
に
出
し
て
み
よ

う
」
と
い
う
こ
と
に
。
よ
う
こ
そ
表

に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

店
内
は
、
壁
に
沿
っ
て
ゆ
っ
た
り

し
た
ボ
ッ
ク
ス
席
と
２
～
４
人
用
の

テ
ー
ブ
ル
席
が
多
数
あ
り
、
マ
ス
ク

越
し
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
小
グ

ル
ー
プ
や
新
聞
・
本
や
ス
マ
ホ
を
手

に
自
分
の
世
界
に
没
頭
し
て
い
る
お

ひ
と
り
様
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
低
く
流
れ
、
人
々
の
ざ

わ
め
き
が
少
し
感
じ
ら
れ
る
空
気
感

が
、
か
え
っ
て
安
心
し
て
落
ち
着
け

る
不
思
議
空
間
で
す
。
南
側
の
広
い

窓
か
ら
電
車
通
り
の
む
こ
う
側
に
見

え
る
町
並
み
は
、
新
し
い
建
物
の
間

に
黒
い
屋
根
の
古
い
も
の
が
か
な
り

残
っ
て
お
り
、
下
町
の
情
緒
が
あ
り

ま
す
。
壁
に
掛
か
る
多
く
の
水
彩
画

は
、
そ
の
静
か
な
色
彩
と
タ
ッ
チ
で

癒
や
し
の
空
間
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」
の
魅
力
の

ひ
と
つ
は
接
客
マ
ナ
ー
の
良
さ
で
す
。

中
高
年
の
常
連
さ
ん
が
多
く
、
特
に

高
齢
者
へ
の
接
し
方
に
は
心
温
ま
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は

お
手
頃
価
格
で
美
味
し
い
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
は

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
と
少
し
リ
ッ

チ
な
午
後
の
セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
付
き
の
日
替
わ
り
定
食
は

11
時
以
降
夕
方
ま
で
注
文
で
き
る
人

気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

旭
地
区
に
40
年
以
上
住
む
私
た
ち

に
と
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
「
ニ
チ
イ
」
と
し
て
開
店
以
来
、

軒
を
連
ね
た
食
通
街
の
中
で
、
唯
一

現
在
ま
で
生
き
延
び
た
お
な
じ
み
の

名
店
で
す
。「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
」

の
名
の
と
お

り
「
銀
河
」

の
よ
う
に
穏

や
か
に
、
い

つ
ま
で
も
こ

の
町
の
人
々

を
包
み
こ
む

憩
い
の
場
で

あ
り
ま
す
よ

う
に
。
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■
長
き
に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
た
だ

い
た
重
松
編
集
員
が
卒
業
し
ま
す
。

会
員
に
寄
り
添
っ
た
会
報
誌
を
目
指

し
、
力
足
り
な
い
編
集
長
を
陰
に
な

り
日
向
に
な
り
支
え
て
く
れ
、
時
に

は
無
理
も
さ
れ
た
よ
う
で
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
重
松
編
集

員
の
記
事
は
、
い
つ
も
会
員
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
優
し
い
素
敵

な
記
事
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
（�

池
）

■
春
ら
ん
ま
ん
「
い
き
が
い
高
知
」
も

話
題
満
載
の
春
85
号
で
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
示
す
も
の
が
こ
れ
か
ら
の�

シ
ル
バ
ー
活
動
の
良
き
指
針
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。
こ
の
号
を
も
ち
ま
し
て
、

ペ
ン
を
置
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
大
切
な
思
い
出
と
共

に
、
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
こ
め
て

ご
き
げ
ん
よ
う
♡�

（
重
）

■
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
一
人
旅
の
女
性

は
、
77
歳
で
シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教

室
へ
10
年
以
上
も
通
い
な
が
ら
趣
味

は
海
外
旅
行
。
団
体
の
ツ
ア
ー
旅
で

な
く
地
理
も
不
案
内
な
海
外
を
電
車

や
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
（
英
語
は
カ

タ
コ
ト
）
そ
れ
も
10
回
以
上
も
。
シ

ル
バ
ー
の
お
仕
事
も
さ
れ
て
お
り
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
歳
だ

か
ら
と
か
初
め
て
だ
か
ら
と
か
言
い

訳
は
無
用
だ
と
感
じ
ま
し
た
。�

（
阿
）

私
は
好
奇
心
と
冒
険
心
が
強
く
、
57
歳

の
と
き
大
好
き
な
一
人
旅
で
海
外
ロ
ン
ド
ン

へ
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

２
回
目
は
16
年
前
の
サ
ッ
カ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
と
き
で
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー

と
巡
り
ド
イ
ツ
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
観
戦

す
る
旅
で
し
た
。

３
回
目
は
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ザ

ル
ツ
ブ
ル
ク
）
の
国
境
に
あ
る
地
底
岩
塩
鉱

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
作
業
用
す
べ
り

台
で
地
底
湖
に
降
り
て
探
検
気
分
を
満
喫
し

ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
体
験
で
き
な
い
冒
険

だ
と
思
い
ま
す
。『
ザ
ル
ツ
』
は
塩
の
意
味

で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
塩
で
裕
福
に
な
っ
た

国
で
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
の
湖
岸
に
広
が

る
美
し
い
小
さ
な
街
ハ
ル
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
巡

り
、
憧
れ
の
氷
河
鉄
道
で
ス
イ
ス
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
奈
良
か
ら
来
た
女
性
３

人
に
出
会
い
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
見
上
げ
な

が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４
回
目
に
行
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
ア

ド
リ
ア
海
に
面
し
た
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
の
城

壁
、
滝
と
湖
の
プ
リ
ト
ビ
チ
ェ
湖
群
、
ト

リ
ュ
フ
の
森
モ
ト
プ
ン
を
巡
り
、
列
車
で

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
に
行
き
ま
し
た
。
ミ

ラ
ノ
で
は
予
約
し
て
い
た
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
・
デ
ッ
レ
・
グ
ラ
ツ
イ
エ
教
会
を
訪
れ

『
最
後
の
晩
餐
』
の
壁
画
を
見
た
と
き
に
は

鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

５
回
目
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
の

旅
。
途
中
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
渡
り
ア

フ
リ
カ
大
陸
に
上
陸
し
ま
し
た
。

６
回
目
は
北
欧
の
旅
。
ノ
ル
ウ
エ
ー
（
ベ

ル
ゲ
ン
）
は
名
産
干
し
ダ
ラ
の
輸
出
で
発
展

し
た
都
市
で
す
。
ハ
ン
ザ
商
人
の
歴
史
を
伝

え
る
世
界
遺
産
の
木
造
建
築
ブ
リ
ッ
ゲ
ン
が

あ
り
ま
す
。
首
都
オ
ス
ロ
と
結
ぶ
ベ
ル
ゲ
ン

急
行
、
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
、
人
気
の
フ
ロ
ム

鉄
道
を
乗
り
継
ぎ
、
氷
河
で
浸
食
さ
れ
た
ソ

グ
ネ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
荒
々
し
い
絶
景
を
堪
能

し
ま
し
た
。

ど
の
旅
も
気
を
使
わ
ず
楽
し
い
一
人
旅

で
し
た
。
そ
れ
は
、
治
安
の
悪
い
国
を
選
ば

ず
、
出
会
っ
た
人
達
の
優
し
さ
の
お
陰
で
す
。

各
国
で
受
け
た
お
も
て
な
し
を
、
次
は
日
本

で
外
国
の
方
を
お
迎
え
す
る
時
に
、
実
践
し

た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て

何
よ
り
も
英
語
を

も
っ
と
学
び
、
次

の
旅
行
に
備
え
た

い
で
す
。

◎配分金支払日
令和４年令和４年
●５月１７日（火）  ●６月１５日（水）
●７月１５日（金）  ●８月１５日（月）

令和令和44年5月～年5月～88月の予定月の予定
配分金支払日・入会説明会予定日配分金支払日・入会説明会予定日

◎入会説明会　　　　　　　　 　　　　　　　　 
  令和４年令和４年
●５月１６日（月）  ●６月２０日（月）
●７月１９日（火）  ●８月１５日（月）

原則、第3月曜日　午前10時～11時

バックパッカー
一人旅

松尾　八重子
（77歳）
朝倉ブロック

会員ひろば

家で過ごす時間が増えた今、無心になっ
て手を動かすことが出来る手作りはお守
りのような存在です。花びらがふっくら
としたフェルトのチューリップを部屋に
置くと、周りの空気が明るくなるような
感じがします。お好みの芳香剤やポプリ
等を入れると香りが楽しめます。

永野　美津代 (秦ブロック ) 作

作
っ
て
楽
し
い

飾
っ
て
素
敵

フ
ェ
ル
ト
で
作
る
お
花


